
【渋川市】 

校務ＤＸ計画 

 

 

１．クラウドサービスの活用 

 

  渋 川 市 で は 、 こ れ ま で 、 校 内 の 職 員 会 議 等 に お い て 校 務 用 サ ー バ に 保 存 し た 電 子 デ ー

タ を 閲 覧 し た り 、 校 務 支 援 シ ス テ ム を 活 用 し て 学 校 間 で 資 料 等 を 共 有 し た り し て き た 。

ま た 、 市 教 育 委 員 会 主 催 の 研 修 の 一 部 を オ ン デ マ ン ド 視 聴 で き る よ う に し 、 教 職 員 が 時

間 や 場 所 を 選 ば ず に 受 講 で き る よ う に し た 。 さ ら に 、 研 修 会 で は 授 業 支 援 ソ フ ト の 共 同

編 集 機 能 等 を 活 用 し て 意 見 交 換 を 行 っ た り 、 ア ン ケ ー ト フ ォ ー ム を 活 用 し た り す る 等 、

研修効果の向上や業務の効率化を図ってきた。 

  し か し 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て は 、 学 校 間 で 活 用 に 差 が 見 ら れ る 。 活 用 が

進 ん で い な い 学 校 の 現 状 と 課 題 を 把 握 す る と と も に 、 好 事 例 や 先 進 的 な 取 組 等 に 関 す る

情報を発信し、校務のＤＸ化が推進されるように支援する。 

 

 

２．ＦＡＸの利用及び押印の見直し 

 

  渋 川 市 で は 、 行 政 ネ ッ ト ワ ー ク や 校 務 支 援 シ ス テ ム を 活 用 し 、「 学 校 － 学 校 間 」「 市 教

育 委 員 会 － 学 校 間 」 の 文 書 や 資 料 の 送 付 、 デ ー タ の 授 受 等 を 行 っ て い る 。 ま た 、 教 職 員

１人１人に Google Workspace for Education の メールアドレスを付与しており、外部との連絡

に 活 用 し て い る 。 し か し 、 事 業 者 と の 連 絡 や 慣 例 的 に Ｆ Ａ Ｘ を 使 用 し て い る 場 合 も 少 な

くない。 

  押 印 に つ い て は 、「 学 校 － 学 校 間 」「 市 教 育 委 員 会 － 学 校 間 」 に お い て 、 個 人 情 報 な ど

の機微な情報を含む文章等への押印を求めることがある。 

  緊 急 連 絡 や 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク の 不 具 合 時 等 、 Ｆ Ａ Ｘ の 方 が 電 子 メ ー ル 等 よ り も 効 率 的

な 場 合 を 除 き 、 Ｆ Ａ Ｘ の 原 則 廃 止 に 向 け て 、 関 係 機 関 及 び 学 校 と や り 取 り の あ る 事 業 者

に 対 し て 、 市 教 育 委 員 会 か ら 慣 行 の 見 直 し の 依 頼 を す る 等 、 継 続 的 に 働 き か け て い く 。 

  ま た 、 教 育 委 員 会 内 で 押 印 を 求 め て い る 業 務 や 書 類 の 有 無 と 見 直 し の 可 否 、 見 直 し が

で き な い 場 合 の 理 由 に つ い て 、 現 状 把 握 を 行 う と と も に 、 機 微 な 情 報 を 取 り 扱 う 場 合 を

除き、公印省略で取り扱う等の押印ルールの見直しを図っていく。 

 

 

３．ペーパーレス化の推進 

 

  こ れ ま で 、 校 内 の 職 員 会 議 等 に お い て 校 務 用 サ ー バ に 保 存 し た 電 子 デ ー タ を 閲 覧 し た

り 、 校 務 支 援 シ ス テ ム を 活 用 し て 学 校 間 で 資 料 等 を 共 有 し た り す る こ と で ペ ー パ ー レ ス

化を進めてきた。また、 Google Workspace for Education や 保護者連絡アプリの導入により、

児 童 生 徒 の 欠 席 連 絡 、 学 校 か ら 保 護 者 へ の 通 信 の 配 信 、 デ ジ タ ル ド リ ル を 活 用 し た 宿 題

等、ペーパーレス化をさらに進めてきている。 

 今後は 、学校間をまたぐ会議や研修等においても 、1 人１台端末及び Google Workspace for 
Education をはじめとするクラウドサービスの活用により、会議資料のペーパーレス化を一

層推進していく。 



４．次世代型校務支援システムの導入 

 渋川市では、平成２８年度から校務支援システムを導入しており 、教務系（成績処理 、

出 欠 管 理 等 ）、 保 健 系 （ 健 康 診 断 票 、 保 健 日 誌 等 ）、 学 籍 系 （ 指 導 要 領 等 ） な ど の 幅 広 い

業 務 で 利 用 し て い る 。 オ ン プ レ ミ ス 型 で 運 用 し て お り 、 自 宅 や 出 張 先 等 か ら は 校 務 支 援

システムを利用できない状態にある。 

  ま た 、 校 務 系 の ネ ッ ト ワ ー ク と 児 童 生 徒 が 教 育 活 動 で 利 用 す る 学 習 系 の ネ ッ ト ワ ー ク

は 分 離 し て い る 。 文 部 科 学 省 が 推 奨 す る 校 務 系 ・ 学 習 系 ネ ッ ト ワ ー ク の 統 合 や ク ラ ウ ド

環境での校務実現については、今後検討していく必要がある。 

  現 在 、 渋 川 市 で 導 入 し て い る 校 務 支 援 シ ス テ ム は 、 令 和 ８ 年 度 末 ま で 運 用 す る 予 定 と

な っ て い る 。 今 後 は 、 群 馬 県 が 行 っ て い る 次 世 代 型 校 務 支 援 シ ス テ ム 共 同 調 達 検 討 部 会

の 内 容 を 踏 ま え つ つ 、 次 世 代 の 校 務 Ｄ Ｘ を 実 現 す る シ ス テ ム の 導 入 に 向 け て 検 討 を 進 め

ていく。 


